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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力映像の走査線数よりも少ない走査線数で表示する液晶表示装置において、
走査線の変換比に応じた走査線間引き処理を行う第１の間引き手段と、上記第１の間引き
手段と間引き位置が異なるように走査線の変換比に応じた走査線間引き処理を行う第２の
間引き手段と、上記第１の間引き手段の出力信号を上記走査線の変換比に応じて水平周期
を拡張する第１の水平周期拡張手段と、上記第２の間引き手段の出力信号を上記走査線の
変換比に応じて水平周期を拡張する第２の水平周期拡張手段と、上記第１の水平周期拡張
手段の出力信号と上記第２の水平周期拡張手段の出力信号を所定の混合比で加算する映像
混合手段とから構成されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
第１および第２の間引き手段は入力映像を１水平期間遅延するラインメモリと上記ライン
メモリと入力映像を切換える切換手段から構成されたことを特徴とする請求項１記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
入力映像の走査線数よりも少ない走査線数で表示する液晶表示装置において、
入力映像を保持するフレームメモリと、上記フレームメモリから読み出す走査線を表示す
る走査線数に合わせて間引いて第１の映像を生成する第１の映像生成手段と、上記第１の
情報生成手段の間引き位置とは異なる第２の間引き位置で、上記フレームメモリから読み
出す走査線を表示する走査線数に合わせて間引いて第２の映像を生成する第２の映像生成
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手段と、上記第１の映像生成手段の出力信号と上記第２の映像生成手段の出力信号を所定
の混合比で加算する映像混合手段とから構成されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
請求項１あるいは３記載の液晶表示装置であって、
自然画の入力映像の信号処理によるリサイズ手段を備え、自然画の入力映像と静止画の入
力映像を同時に表示する際に、上記静止画の入力映像が上記第１および第２の水平周期拡
張手段あるいは上記第１および第２の映像生成手段から出力された２つの出力信号に加え
て、上記自然画の入力映像のリサイズ手段の出力信号とを所定の混合比で加算するように
構成されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
上記静止画が文字情報であることを特徴とする請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
映像混合手段は上記静止画信号の特定の色の信号を検出し、その信号の混合比を大きくす
るようにしたことを特徴とする請求項４あるいは請求項５記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルに映像を表示するため表示装置であって、特に入力映像の走査線
数より液晶パネルの走査線数が少ない場合の映像リサイズ方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ディジタルビデオカメラなどの携帯映像機器の表示装置として液晶パネルが一般的に用
いられている。これらの機器は記録した画像をテレビに表示させるため、地域の放送規格
に応じた方式で映像記録される。例えば日本では走査線数５２５本のＮＴＳＣ形式であり
、欧州では走査線数６２５本のＰＡＬ形式である。しかしながら標準化による低コスト化
のため一般的に液晶パネルは地域に応じた走査線数のパネルではなく共通の走査線数のも
のが使われている。このため正しく映像を表示するには各放送方式に合わせたリサイズ処
理が必要になる。
【０００３】
　これまでの商品形態では、液晶パネルはＮＴＳＣの走査線数に準じたかたちで一般化さ
れ、ＰＡＬ方式での表示は液晶パネルの間引き駆動とよばれる手法で簡易的なリサイズを
行うのが一般的であった。
【０００４】
　図２２は従来の一般的な商品でのＰＡＬ方式での表示形態を示したものであり、同時に
液晶パネルの間引き駆動の原理を示した図である。
【０００５】
　今、液晶パネルの走査線数を２４０、ＰＡＬの１フィールド期間中の有効走査線数を２
８８とした場合、液晶パネルに正しく真円表示させるには２８８ラインの映像を２４０ラ
インに変換する必要があるが、図２２では説明をわかりやすくするため８ラインの映像を
走査線数７本の液晶パネルに表示させる従来原理を示している。
【０００６】
　図２２に示すように、入力画像の走査線数が液晶パネルの走査線数より多い場合、走査
線数の変換比率に合わせて液晶の駆動を間引くことにより映像全体を表示する。このとき
走査線間引きにより図２２に示すように重要な情報が失われることがある。図２２の例で
は、元のＡという文字の重要な線が失われている様子がわかる。
【０００７】
　これを改善するため、さらに図２３に示すように１フィールド毎に間引き位置を変え、
図２４に示すように人間の目の積分効果で、できるだけもとの情報を保存している。
【０００８】
　上記表示手法を具体例として特開平９－７３０６１号公報（以下、文献１と記載）に示
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されている。
【０００９】
　文献１は、さらに１フレーム５７６ラインのインターレース映像を４８０本の走査線を
持つ液晶パネルに表示させるときに生じるライン逆転の課題を解決する手法が示されてい
るが、基本的に間引きによる走査線変換方式であり、根本の走査線変換の原理は上記図２
２～図２４の例と同一である。
【特許文献１】特開平９－７３０６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図２２～図２４に示す方法や、文献１に示されている方法は、特別な回路を必要とせず
安価にしかも簡単にリサイズ表示が実現可能である。
【００１１】
　しかしながら、この場合フィールド毎に画が変わるためフリッカが発生し表示品位を損
なうという課題あった。
【００１２】
　またこれを改善するため、垂直方向のフィルタ処理を行う方法も一般的に行われている
が、入力画像が自然画ではなく、文字情報の場合、フィルタ処理により文字のエッジがぼ
け先鋭感が損なわれる問題も発生する。
【００１３】
　本発明は上記のような課題を改善するためになされたものであり、入力映像（特に文字
などの静止画像）の走査線数を液晶パネルの走査線数に変換する場合に、フリッカの発生
無く、さらにエッジの先鋭感の劣化を最小限に抑えるリサイズ手段を提供するものである
。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するための第１の手段は、入力映像の走査線数よりも少ない走査線を持
つ液晶パネルに静止画を表示する液晶表示装置において、上記走査線の変換比に応じた走
査線間引き処理を行う第１の間引き手段と、上記第１の間引き手段と間引き位置が異なる
ように設定され上記走査線の変換比に応じた走査線間引き処理を行う第２の間引き手段と
、上記第１の間引き手段の出力信号を上記走査線の変換比に応じて水平周期を拡張する第
１第１の水平周期拡張手段と、上記第２の間引き手段の出力信号を上記走査線の変換比に
応じて水平周期を拡張する第２の水平周期拡張手段と、上記第１の水平周期拡張手段の出
力信号と上記第２の水平周期拡張手段の出力信号を所定の混合比で加算する映像混合手段
とから構成するものである。
【００１５】
　上記課題を解決するための第２の手段は、入力映像の走査線数よりも少ない走査線を持
つ液晶パネルに静止画を表示する液晶表示装置において、入力映像を保持するフレームメ
モリと、液晶パネルの走査線数に合わせフレームメモリから読み出す走査線を間引きなが
ら第１の静止画を生成する第１の映像生成手段と、液晶パネルの走査線数に合わせフレー
ムメモリから読み出す走査線を上記第１の情報生成手段の間引き位置とは異なる第２の間
引き位置で第２の静止画を生成する第２の映像生成手段と、上記第１の映像生成手段の出
力信号と上記第２の映像生成手段の出力信号を所定の混合比で加算する映像混合手段とか
ら構成するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の第１の手段では、２つのラインメモリのみで擬似的に第１フィールドの間引き
映像と第２フィールドの間引き映像の両方のデータが同時に得られ、これによりフィール
ド方向の多重処理と同一の処理が行えるためフリッカレスで垂直方向のエッジのにじみが
やボケなくリサイズ処理が可能になる。特に入力が静止画の場合は、擬似的ではなく正確
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に第１フィールドの間引き映像と第２フィールドの間引き映像の両方のデータが同時に得
られるため、効果は増し、さらに入力映像がＯＳＤなどの文字情報の場合、さらに一層の
効果がある。
【００１７】
　本発明の第２の手段でも、上記第１の手段と同一の効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　（実施の形態１）
　以下に本発明の実施例について図を参照しながら説明する。図１は本発明の第１の実施
の形態を示す図である。本実施の形態では、入力画像としてカメラで撮影された自然画（
第１の入力映像）と、上記第１の入力映像と同一の走査線をもつ文字情報が主体の静止画
（第２の入力映像）が表示・非表示切換情報（以下表示イネーブル信号と記載）とともに
入力され、これを入力映像の走査線数より少ない液晶パネルにフリッカを発生させずまた
先鋭感の低下を最小限に抑えて表示させる液晶表示装置の例として説明する。
【００１９】
　図１において、１は第１の入力映像の走査線数を液晶パネルの走査線数に変換する垂直
リサイズ手段であり、本実施の形態では走査線の変換比が例えば５：４の場合、水平周期
は図２に示すように４：５になるように拡張されて出力されるものとする。ここでは、便
宜上垂直リサイズ手段１からは入力信号に対し図２に示すように入力水平周期に対して１
水平周期期間（以下単に１Ｈと記す）だけ遅延して出力されるものとする。ここで垂直リ
サイズ手段は特に特別なものである必要はなく一般的に用いられている手段でも本発明の
効果には影響しないため詳細説明は省略する。
【００２０】
　２は図３に示すように第２の入力映像の（２＋５・Ｎ）ライン目（Ｎは０以上の整数）
を間引いて出力する第１の走査線間引き手段であり、これを実現する具体的な回路を図４
に示す。図４において２１は第２の入力信号を１Ｈ遅延して出力する第１の１Ｈ遅延回路
、２２は第２の入力映像信号と第１の１Ｈ遅延回路２１の出力を図３に示す第１のセレク
ト信号で切り換えて出力する第１のセレクタである。図３に示す第１のセレクト信号によ
り第１のセレクタを切換ることによって図４に示す回路で図３の第１の走査線間引き手段
の出力信号を得ることができる。
【００２１】
　３は図５に示すように第２の入力映像の（４＋５・Ｎ）ライン目（Ｎは０以上の整数）
を間引いて出力する第２の走査線間引き手段であり、これを実現する具体的な回路を図６
に示す。図６において３１は第２の入力信号を１Ｈ遅延して出力する第２の１Ｈ遅延回路
、３２は第２の入力映像信号と第２の１Ｈ遅延回路３１の出力を図５に示す第２のセレク
ト信号で切り換えて出力する第２のセレクタである。図５に示す第２のセレクト信号によ
り第２のセレクタを切換ることによって図６に示す回路で図５の第２の走査線間引き手段
の出力信号を得ることができる。ここで、第１の走査線間引き手段２から出力される映像
信号は、第１フィールドの間引き処理によって得られる映像信号に相当し、第２の走査線
間引き手段３から出力される映像信号は第１フィールドの間引き処理によって得られる映
像信号に相当する。すなわち、この段階で第１フィールドの映像と第２フィールドの映像
の２つが同時に得られていることになる。
【００２２】
　４は図７に示すように第１の走査線間引き手段２の出力の水平周期を拡張して出力する
第１の水平周期拡張手段であり、これを実現する具体的な回路を図８に、また図８の回路
を制御する各タイミング信号波形（第１のライトイネーブル信号、第１のリードイネーブ
ル信号）を図７に示す。図８において４１は入力の第１の走査線間引き手段出力信号の１
Ｈ期間のデータを保持する第１のラインメモリである。このラインメモリは図７に示す第
１のライトイネーブル信号によってライト制御（“Ｈ”のとき書込み）され、第１のリー
ドイネーブル信号によってリード制御（“Ｈ”のとき読み出し）される。これによって図
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７の水平周期が拡張された信号を得ることができる。ここで水平周期拡張の比率は上記垂
直リサイズ手段同様走査線の変換比が例えば５：４の場合、水平周期は４：５になるよう
に拡張されて出力されるものとする。
【００２３】
　５は図９に示すように第２の走査線間引き手段３の出力の水平周期を拡張して出力する
第２の水平周期拡張手段であり、これを実現する具体的な回路を図１０に、また図１０の
回路を制御する各タイミング信号波形（第２のライトイネーブル信号、第２のリードイネ
ーブル信号）を図９に示す。図１０において５１は入力の第２の走査線間引き手段出力信
号の１Ｈ期間のデータを保持する第２のラインメモリである。このラインメモリは図９に
示す第２のライトイネーブル信号によってライト制御（“Ｈ”のとき書込み）され、第２
のリードイネーブル信号によってリード制御（“Ｈ”のとき読み出し）される。これによ
って図９の水平周期が拡張された信号を得ることができる。ここで水平周期拡張の比率は
上記垂直リサイズ手段同様走査線の変換比が例えば５：４の場合、水平周期は４：５にな
るように拡張されて出力されるものとする。この第１および第２の水平拡張手段は、垂直
リサイズ手段１の出力と同一の走査線および同一の水平周期となるように変換するもので
ある。
【００２４】
　６は垂直リサイズ手段１から出力される映像信号と第１の水平周期拡張手段から出力さ
れる第１フィールドに相当する映像と、第２の水平周期拡張手段から出力される第２フィ
ールドに相当する映像を所定の混合比で混合する映像混合手段であり、具体的には、第１
の水平周期拡張手段４から映像とともに出力される表示イネーブル信号（以下第１の表示
イネーブル信号と記す）と第２の水平周期拡張手段５から映像とともに出力される表示イ
ネーブル信号（以下第２の表示イネーブル信号と記す）とから上記３つの映像信号の混合
係数（それぞれ垂直リサイズ処理手段出力の映像に掛け合わされる乗算係数を第１の混合
係数、第１の水平周期拡張手段出力の映像に掛け合わされる乗算係数を第２の混合係数、
第２の水平周期拡張手段出力の映像に掛け合わされる乗算係数を第３の混合係数と記す）
を出力する混合比生成回路６１、それぞれ３つの映像信号と３つの混合係数の乗算を行う
乗算器６２、乗算器６３、および乗算器６４、さらに上記３つの乗算器の出力を加算する
加算器６５から構成される。
【００２５】
　ここで混合比生成回路６１は第１の表示イネーブル信号がＯＮ状態、第２の表示イネー
ブル信号がＯＮ状態のときは、第１の混合係数は０が出力され、第２、第３の混合係数は
０．５が出力されるようになっている。また第１の表示イネーブル信号がＯＮ状態、第２
の表示イネーブル信号がＯＦＦ状態のときは、第１の混合係数は０．５が出力され、第２
の混合係数は０．５が出力され、第３の混合係数は０が出力されるようになっている。ま
た第１の表示イネーブル信号がＯＦＦ状態、第２の表示イネーブル信号がＯＮ状態のとき
は、第１の混合係数は０．５が出力され、第２の混合係数は０が出力され、第３の混合係
数は０．５が出力されるようになっている。また第１の表示イネーブル信号がＯＦＦ状態
、第２の表示イネーブル信号がＯＦＦ状態のときは、第１の混合係数は１が出力され、第
２および第３の混合係数は０が出力されるようになっている。
【００２６】
　７は第１および第２の入力映像を表示する液晶パネルである。
【００２７】
　次いでこのように構成された液晶表示装置の動作を第１の入力映像が図１１に示す単一
な映像（ここでは第２の映像と区別するため斜線で示した）、第２の入力映像が図１２に
示す文字情報の場合を例にとり説明する。説明を簡単にするために、第１および第２の入
力映像のデータ数を水平１２ピクセル、垂直１０ラインとし、このデータが表示される液
晶パネルは水平１２ピクセル、垂直８ラインとする。また図１２において黒で示されたピ
クセルの表示イネーブル信号は全てＯＮ、以外のピクセルの表示イネーブルは全てＯＦＦ
（すなわちこのピクセルは第１の映像を表示）とする。
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【００２８】
　この例の場合、入力の走査線数１０本を液晶パネルの走査線数８本に変換するので、変
換比率は５：４になり上記図２、図３、図５、図７、図９のタイミング波形図と同一の波
形になる。すなわち第１の走査線間引き手段での間引きラインは２＋５・Ｎライン目、第
１の走査線間引き手段２での間引きラインは４＋５・Ｎライン目として説明する。第１の
入力映像が単一な映像の場合、リサイズ処理を行っても出力は単一になり、垂直リサイズ
処理手段１の出力は図１４（Ａ）に示す映像となる。次いで、第１の走査線間引き手段２
の出力波形は入力の第２ライン、第７ラインが間引かれて、図３に示すように無効ライン
、入力の第１ライン、入力の第３ライン、入力の第４ライン、入力の第５ライン…という
順に出力される。つまり画像イメージでは図１３（Ａ）のようになる。
【００２９】
　次いで、第２の走査線間引き手段３の出力波形は入力の第４ライン、第９ラインが間引
かれて、図５に示すように無効ライン、入力の第１ライン、入力の第２ライン、入力の第
３ライン、入力の第５ライン…という順に出力される。つまり画像イメージでは図１３（
Ｂ）のようになる。次いで第１の水平周期拡張手段４の出力波形は図７に示すように水平
周期が拡張され、図１４（Ｂ）に示す画像イメージで出力される。同様に次いで第２の水
平周期拡張手段５の出力波形は図９に示すように水平周期が拡張され、図１４（Ｃ）に示
す画像イメージで出力される。
【００３０】
　ここで、図２２～図２４に示した従来の液晶の間引き駆動による走査線変換手法では図
１１の第２の入力映像は図１４（Ｂ）の画像と図１４（Ｃ）の画像が１フィールド毎に交
互に表示される画像と等価である。つまり入力映像のフィールド周波数が５０Ｈｚの場合
、データが表示されるラインと表示されないラインで２５Ｈｚのフリッカとして認識され
る。本発明の映像混合手段６は、図１４（Ｂ）の画像と図１４（Ｃ）の画像とさらには第
１の入力映像を走査線変換した図１４（Ａ）の画像を予め混合させて出力するものである
。これによりフリッカのない映像の表示が可能になる。
【００３１】
　この動作を図１４に示す画像の６ライン目を抜き出して説明する。図１５は図１４（Ａ
）、（Ｂ）、（Ｃ）の６ライン目の信号を示したものであり、図１５において（Ａ）は垂
直リサイズ手段１の出力信号、（Ｂ）は第１の混合係数、（Ｃ）は第１の水平周期拡張手
段４の第１の水平周期拡張手段４の出力データ、（Ｄ）は第１の表示イネーブル信号、（
Ｅ）は第２の混合係数、（Ｆ）は第２の水平周期拡張手段５の出力データ、（Ｇ）は第２
の表示イネーブル信号、（Ｈ）は第３の混合係数であり、（Ｉ）は映像混合手段６の出力
データである。図１５において、第１ピクセル目のデータは第１および第２の表示イネー
ブル信号が“Ｌ”であるため垂直リサイズ手段１から出力される映像に対応する第１の混
合係数は１となり、第１および第２の水平周期拡張手段４および５から出力されるデータ
に対応する第２および第３の混合係数は０になるので、映像混合手段６からは垂直リサイ
ズ手段１から出力される映像のみが出力される。また第３ピクセル目のデータは第１およ
び第２の表示イネーブル信号がともに“Ｈ”であるため垂直リサイズ手段１から出力され
る映像に対応する第１の混合係数は０となり、第１および第２の水平周期拡張手段４およ
び５から出力されるデータに対応する第２および第３の混合係数は０．５になるので、映
像混合手段６からは第１および第２の水平周期拡張手段４および５から出力されるデータ
がそれぞれ混合比０．５で加算されて出力される。
【００３２】
　このような動作によって図１４に示す画像の６ライン目は映像混合手段６によって図１
５（Ｉ）に示すデータになる。このような動作によって図１６に映像混合手段６から出力
される映像イメージを示す。この映像は従来の液晶の間引き駆動による走査線変換手法で
表示される第１のフィールドの画像と第２フィールドの画像を人間の目で積分した映像に
等しくかつ第２の入力映像が静止画の場合の場合、全てのフィールドで同一の画像表示と
なるのでフリッカが発生しない。
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【００３３】
　ここで第２の映像が文字情報の場合、図１６の６ライン目のデータのようにもともと黒
であるデータが他のデータとミックスされて本来の文字品位が損なわれる場合がある。こ
れは特定の色についての混合係数を大きくすることで改善できる。図１７に特定の色の混
合係数を大きくする場合の第２の映像混合手段６０を示す。図１７において、６６は第１
の水平周期拡張手段４の出力信号の黒レベルを検出しそのレベルに応じて混合比が大きく
なるように第１の混合係数を補正する信号を出力する第１の黒レベル検出手段、６７は第
１の水平周期拡張手段５の出力信号の黒レベルを検出しそのレベルに応じて混合比が大き
くなるように第２の混合係数を補正する信号を出力する第２の黒レベル検出手段、６８お
よび６９は混合係数を補正する乗算器である。
【００３４】
　図１７の例ではデータが黒のときに混合係数を大きくする。この構成による図１６の画
像の表示イメージを図１８に示す。図１８（Ａ）は黒のデータの混合係数を若干大きくし
た場合の画像イメージ、同図（Ｂ）はさらに黒のデータの混合係数を大きくした場合の画
像イメージである。このようにエッジの急峻性を保存したいデータ（図１７では黒のデー
タが相当する）についてはそのデータの混合係数を大きくすることにより表示品位を改善
することができる。ここでは黒データの混合係数を大きくする例を示したが、これは商品
形態により異なる。例えば第２の入力映像が文字主体の情報でありその文字を構成する色
によって赤を強調する場合や青を強調する場合があるからである。これは商品毎に異なり
文字表示の形態に合わせて強調する色を変えればよい。
【００３５】
　このように本実施例では、従来の液晶の走査線間引き駆動表示による２フィールド分の
データを混合して１フィールドで出力（フィールド補間と等しい処理）できるのでフリッ
カの発生なく映像の表示が可能になること、さらには特定の色について混合係数を変える
ことにより表示品位をさらに向上させることができる。
【００３６】
　また上記実施の形態１では第１の走査線間引き手段による間引き位置を２＋５・Ｎ（Ｎ
は０以上の整数）とし、第２の走査線間引き手段による間引き位置を４＋５・Ｎ（Ｎは０
以上の整数）としたが、これは特にこの位置に限定する必要はなく、できるだけ均等な間
引き位置にすることが望ましいものの、第１の走査線間引き手段と第２の走査線間引き手
段の間引き位置が同一でなければ同様の効果が得られる。またこの間引き位置は走査線変
換比率によって異なるのは明白である。
【００３７】
　また、図２１は図１に示す第１および第２の走査線間引き手段、第１および第２の水平
周期拡張手段の構成図である。第１の走査線間引き手段と第２の走査線間引き手段は図４
、図６に示すように同一構成で実現できるため、実際には図２１のように１つの１Ｈ遅延
回路と２つのセレクタで実現できる。
【００３８】
　また、図７～図１０に示すように第１の水平周期拡張手段と第２の水平周期拡張手段は
同一の制御パルス（ライトイネーブル信号とリードイネーブル信号が共通）で実現できる
ため、ラインメモリの制御回路を１つにできる。このように図２１の回路では、高価なフ
ィールドメモリを用いず、１Ｈ期間のデータを保持する３つのメモリのみでフィールド方
向の補間処理が低コストで実現できるメリットがある。
【００３９】
　（実施の形態２）
　図１９は本発明の第２の実施の形態を示す図である。図１９において、８は第２の入力
画像と第２の入力画像の表示イネーブル信号を１フィールド期間保持するフィールドメモ
リ、９はフィールドメモリ８から液晶の走査線数と一致するように走査線が間引かれた第
１フィールドの液晶表示映像を読み出す第１の映像生成手段、１０はフィールドメモリ８
から液晶の走査線数と一致するように走査線が間引かれた第２フィールドの液晶表示映像
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を読み出す第２の映像生成手段である。ここで第１の映像生成手段および第２の映像生成
手段における入力映像の間引き位置はそれぞれ上記実施の形態１で示した第１の走査線間
引き手段、第２の走査線間引き手段と同一である。
【００４０】
　図２０に第２の入力映像と液晶パネルの走査線比率が５：４の場合の出力波形図を示す
。この波形図は上記第１の水平周期拡張手段および第２の水平周期拡張手段の出力と同一
となるように動作する。以下の映像混合手段６、垂直リサイズ手段１の動作、構成は上記
実施の形態１と同一である。
【００４１】
　上記実施の形態１は１ライン分の映像を記憶するメモリと水平周期を拡張する手段によ
って入力映像から液晶に表示される第１フィールド目の映像と第２フィールド目の映像を
生成したが、この例ではこれらの変わりに１フィールドの映像を記憶するフィールドメモ
リによって実現しているのみで他の動作はなんら変わらない。このため図１２に示す文字
情報を入力すれば、図１６、図１８に示す画像が表示される。つまりこの実施の形態２に
おいても映像混合手段により同様にフリッカのない、エッジの先鋭感をできるだけ損なわ
ずに表示が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明にかかる液晶表示装置は、入力映像と走査線が異なる液晶パネルに安価でフリッ
カレスで高品位な表示が可能であり、特に文字表示において格別の効果を奏し、低コスト
で各地域の放送に合わせた表示対応が必要なディジタルビデオカメラなどの表示装置とし
て有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の第１の手段による液晶表示装置を示すブロック図
【図２】本発明の第１の手段による垂直リサイズ手段の動作を説明するタイミング波形図
【図３】本発明の第１の手段による第１の走査線間引き手段の動作を説明するタイミング
波形図
【図４】本発明の第１の手段による第１の走査線間引き手段の具体例を示すブロック図
【図５】本発明の第１の手段に第２の走査線間引き手段の動作を説明するタイミング波形
図
【図６】本発明の第１の手段による第２の走査線間引き手段の具体例を示すブロック図
【図７】本発明の第１の手段による第１の水平周期拡張手段の動作を説明するタイミング
波形図
【図８】本発明の第１の手段による第１の水平周期拡張手段の具体例を示すブロック図
【図９】本発明の第１の手段による第２の水平周期拡張手段の動作を説明するタイミング
波形図
【図１０】本発明の第１の手段による第２の水平周期拡張手段の具体例を示すブロック図
【図１１】本発明の第１の手段による液晶表示装置の動作を説明するための入力画像イメ
ージを示す図
【図１２】本発明の第１の手段による液晶表示装置の動作を説明するための入力画像イメ
ージを示す図
【図１３】本発明の第１の手段による第１および第２の走査線間引き手段の出力画像イメ
ージを示す図
【図１４】本発明の第１の手段による第１および第２の水平周期拡張手段の出力画像イメ
ージを示す図
【図１５】本発明の第１の手段による映像混合手段の動作を説明する画像イメージを示す
図
【図１６】本発明の第１の手段による映像混合手段の動作を説明する画像イメージを示す
図
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【図１７】本発明の第１の手段による映像混合手段の他の具体例を示すブロック図
【図１８】本発明の第１の手段による映像混合手段の他の具体例による動作を説明する画
像イメージを示す図
【図１９】本発明の第２の手段による液晶表示装置を示すブロック図
【図２０】本発明の第２の手段による第１および第２の映像生成手段の動作を説明するタ
イミング波形図
【図２１】本発明の第１の手段による液晶表示装置の具体実施例を示すブロック図
【図２２】従来の液晶表示装置の動作を説明するタイミング波形図
【図２３】従来の液晶表示装置の動作を説明するタイミング波形図
【図２４】従来の液晶表示装置の動作を説明する画像イメージを示す図
【符号の説明】
【００４４】
　２　　第１の走査線間引き手段
　３　　第２の走査線間引き手段
　４　　第１の水平周期拡張手段
　５　　第２の水平周期拡張手段
　６　　映像混合手段
　７　　液晶パネル
　８　　フィールドメモリ
　９　　第１の映像生成手段
　１０　　第２の映像生成手段

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】
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【図１９】 【図２０】
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【図２３】 【図２４】
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薄装置的减薄位置不同，并且根据扫描线的转换比进行扫描线减薄处理;
第一水平周期扩展装置，用于根据扫描线的转换比扩展第一间隔装置的
输出信号的水平周期;第二水平周期扩展装置，用于根据扫描线的转换比
扩展第二间隔装置的输出信号的水平周期;和视频混合装置，用于以预定
的混合比率加上第一水平周期扩展装置的输出信号和第二水平周期扩展
装置的输出信号。 Ž
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